
 

 

 

 

 

～さわやかクラブやいづ連合会～  

《概況》 

 

1.組織づくり啓発のための研修会 

 日 時：令和元年 6月 28日(金) 13：30～16：00 

 会 場:焼津公民館 第 5・6会議室 

 参加者：43名 

 参加対象者：三役、支部長(理事。活動推進相談員)、副支部長、女性委員、若手委員、単ク会長 

 

 1）単クの充実のため 60代～の新規加入者の加入促進を図る為の具体的な目標を立てる。 

   芸能祭などで市内の団体との交流を通じて加入を勧める。 

   ◆加入促進活動期間：8月の理事会～令和 2年 2月と決定 

   ◆加入目標：各単ク最低 5名 

   ◆加入促進のための活動費を各支部に支給 

  ○加入対象者の訪問計画、数、結果を理事会で報告 2 月には独自で制作した加入促進チラシ

を対象者に配布(800枚) 

  ○芸能祭に参加する市民団体に加入を勧める。ダンスクラブ、剣舞クラブ、踊りグループ七

福神会等 

 2）これからのクラブにとって重要な事業となる友愛活動を全単位クラブで具体的に実施するた

めに説明会を開催する。(研修会を 2回開催。友愛訪問を実施できるようにしていく) 

 3）大井川地区との交流を深め説明会などを通して加入を勧めていく 

 

2.健康教室・講演会の開催 

 日 時：令和元年 7月 9日(火)  10：00～12：00 

 会 場：焼津文化会館 小ホール 

 参加者：124名(寿大学受講生) 

 講 演：「女性のための健康維持と病気の予防」  

講 師：岡本石井病院 産婦人科医師  白男川 邦彦 先生 

    「高齢者のための目、鼻、耳の健康維持」 

        耳鼻咽喉科医師  藤井 悠策 先生 

 

3.深海魚の生態講演会の開催 

 日 時：令和元年 9月 19日(木)  10：00～12：00 

 会 場：焼津公民館 大会議室 

 参加者：140名 

 講 演：「宝は駿河湾深海にあり」 

 講 師：焼津市親善大使 長谷川 久志 氏（日本で唯一の深海専門漁師） 

 焼津市に住むもので知らない人は殆ど居ないほどテレビ出演などでおなじみの講師。 

 10年間のマグロ遠洋漁業に従事中のエピソードや海の恐ろしさ、現在進めている深海サメの研

究等豊富な体験を映像を交えて語ってくれた。 

 

 

さわやかクラブやいづ連合会 

○総人口 139,499 人 ○65歳以上人口  40,557人     ○高齢化率 29.1％ 

○シニアクラブ会員数  866人        ○シニアクラブ加入率   2.1％ 

 



 

《成果》 

 

1.組織づくり啓発のための研修会 

 参加した単位クラブが促進運動を具体的に実践してくれたことである。 

例）・桜寿会が目標の 5名を上回る加入者を得る。豊田支部では解散を宣言したクラブを活動推

進相談員の説得で食い止めることが出来た。 

   ・芸能祭出演の市民団体の中から剣舞クラブ、踊りグループ七福神会が連合会へ入会を決め、

ダンスクラブも入会の予定である。 

但し、2単クが連合会を離脱しようとしており、解散ではなく、活動を続けたい会員への個人加

入の形をとっていただくよう説得中である。 

また、大井川地区への働きかけだが、2つのクラブ(60名以上)が、連合会へ再加入した。 

今後、更に未加入のクラブへの呼びかけが必要と感じる。 

この活動で大切なことは「1 人でも退会させない」という強い意志で臨むことで、活動推進相

談員の活動の重要性が再認識された。 

 

 

2.健康教室・講演会の開催 

 女性を対象にした講演のように感じるが内容的には、健康維持と病気の予防について具体的に

分かり易く、お教えいただき勉強になった。また、耳鼻咽喉科の先生のお話しも具体的な症状

についての分かり易い説明で参加者から好評であった。 

  

 

 

 

 

 

《今後の方針》 

 

・各単位クラブの中に次期役員が選出できず退会を選択するクラブが出てきている。どうしても

退会が避けられない場合は、個人加入の余地を残すよう勧めていく。 

・退会するクラブも地域での奉仕活動等で地域からの補助金を受けているところがあり、そうい

ったクラブでは退会後も何らかの形で数名のグループが奉仕活動を続けるという、要するに連

合会の役員を出せないという事だけなのだ。何とか繋ぎ止めたいものである。 

・しかしながらこの問題はこれからも毎年起こってくる筈で、高齢化が進み役員が出せなくなっ

ている。60代～の人の加入をどうするか皆で知恵を絞っていかなければならない。 

・1 つの方法として今少なくなっている趣味クラブを復活して 60 代の高齢者(仕事をしていても

かまわない)を加入させる魅力あるクラブにしていくことだ。 

・自治会への呼びかけ、地域の他のクラブ(団体)への呼びかけ、中年会、中老会などに呼びかける

等の方針が必要である。 

 具体的には、趣味クラブ（成果に上げたように 2 つのクラブが加入）を作り、自治会連合会に

呼びかけを行ってゆく。 

・サロン活動への参加呼びかけをしていく。 

 

 

 

 

 



【活動の様子】 

役員研修会資料 

             

 

  

 



加入促進用手作りチラシ 

      

講演会                             研修会テキスト次第 

     



芸能祭ポスター 

 



 

 

     役員研修会の様子 

       

 

 

 

 

加入促進出陣式の様子 

   

       

 



出陣式報告書 

 


